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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、10～12世紀に遼朝（契丹国）内で使用された契丹語と遼代漢語とい
う密接不可分な2つの言語の音韻体系をより正確に理解するために、契丹語文献中の漢語表記と漢字文献中の契
丹語表記の分析を行ない、遼代漢語の声調体系と契丹語の音調的特徴を明らかにした。それとともに、契丹語語
彙を記録した漢字文献の流伝に関わる諸問題を検討し、文献学的に興味深い新たな知見を得た。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I have examined the phonology of the two deeply 
related languages that were used in the Khitan Empire (Liao Dynasty) between the 10th and 12th 
centuries―Khitan and Liao-Chinese. By analyzing transcriptions of Chinese words in Khitan materials
 and of Khitan words in Chinese materials, I have revealed the tone system in Liao-Chinese and 
intonational features in Khitan. Moreover, I have studied the issues related to the circulation of a
 Chinese book that recorded Khitan words and obtained new findings about it that is of philological 
importance.

研究分野：言語学

キーワード： 遼代漢語　契丹語　契丹文字　契丹小字　対音資料　声調

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって従来十分に理解されていなかった遼代漢語の音韻体系の本格的な解明が進んだことは、この言語
が現在の北京を含む地域で話されていたことを考慮するなら、現代の北京方言や標準中国語の発展過程を理解す
る上で非常に重要な成果となる。また、契丹文字資料のみからでは明らかにできない契丹語の音調を対音資料を
用いて明らかにしたことは、「直接音声を聞くことのできない歴史上の言語の音韻を文字資料からいかにして復
元するか」という困難な問題に対するひとつの解決方法を示した興味深いモデルケースであると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
契丹語は，10-12 世紀に中国北部を含むユーラシア東方の広大な地域に遼朝（契丹国）を建国
したモンゴル系遊牧民族である契丹人の言語であり，彼らが創製した契丹文字（契丹大字と契丹
小字）によって書き残されたが，近年この文字資料が陸続と出土したことでその解読が大きく進
展している。 
一方，漢語（中国語）は古代から現代に至るまで絶えずユーラシア東方で大きな影響力を保持
してきたシナ・チベット語族の大言語であり，歴史上豊富な資料を残してきた。遼朝内における
漢人居住地の最重要地区である幽燕地域は現在の北京を中心とする地域であり，以降の歴代王
朝・国家の首都がここに置かれたことを考慮に入れるとき，その源流としての遼朝の漢語変種
（以下，遼代漢語）には漢語史上重要な意義がある。ところが，遼代漢語については，その音韻
体系を知るための有力な資料がこれまで存在しなかった。契丹語資料の出現と解読は，この状況
を打破するものである。なぜならば，遼朝が契丹語と漢語を主要言語とする多言語国家であった
ことを反映して，契丹文字資料には数多くの漢語語彙が含まれ，また遼代の漢文資料にも多くの
契丹語語彙が含まれるため，これら対音資料が遼代漢語音推定の重要な手がかりとなるからで
ある。 
しかしながら，契丹語・契丹文字の解読は従来，まさに上記の理由から漢語音を最も重要な音
価推定の手がかりとして行なわれてきた。この漢語音は異なる時代・地域の漢語音を代用したも
のにすぎず，それゆえそのような根拠によって推定されてきた契丹語音には正確でない部分が
含まれる。つまり，契丹語の音韻体系（延いては言語体系全体）をより正確に理解するためには
遼代漢語音を正確に理解しなければならず，一方で遼代漢語音を正確に理解するためにも契丹
語音を正確に理解しなければならない，という相互依存関係が存在するのである。 
遼代漢語音については，一部の音韻的特徴を取り上げて論じた研究は過去にも存在するが（例
えば沈 2006），その基礎となる契丹文字の推定音価に問題がある場合があり，妥当な結論が導か
れているとは言いがたい。近年，筆者は博士論文（大竹 2020）第 5 章において遼代漢語音を総
合的に論じ，声母・韻母・声調の各体系についてこれまでの知見を大きく書き換える成果を挙げ
たが，特に声調についてはその議論に不十分な部分もあり，依然として究明すべき事柄が残され
ていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は，契丹語と遼代漢語という密接不可分な関係にある両言語の文献言語学的研究を同
時並行的に進めることで，一方の分野での成果をもう一方の分野での成果へと双方向的に還元
し，両分野の研究の進展に寄与することを目指したものであった。遼代漢語の音韻体系を具体的
に解明することは，北方漢語の発展過程を理解する上で重要な意味をもつ作業であり，契丹語の
音韻体系を解明することも，モンゴル系諸言語と契丹語との関係を正しく理解する上で不可欠
の作業である。 
 
３．研究の方法 
本研究では，上記の目的を達成するために，第一に研究対象のデータとなる契丹文字文献中の
漢語語彙と漢字文献中の契丹語語彙を収集・整理するとともに，そうした語彙を記録する文献や
そこに記載される語彙の由来について疑問がある場合にはそれを追究した。第二に，収集・整理
したデータに基づき文字表記と音韻との相関関係を分析し，遼代漢語・契丹語それぞれの音声・
音韻の特徴や体系を明らかにしようとした。第三に，以上の成果を応用して契丹文字文献の読解
を行なった。 
 
４．研究成果 
本研究で得られた成果（発表済みのもの）について，成果の重要性および中心課題との関連性
に基づき，優先度の高いものから順に説明する。 
 
(1) 遼代漢語の声調と契丹語音との関連について 
契丹小字文献中の漢語の表記において，一般に声調は書き分けられることがないが，随意的な
特殊表記として字素を余分に書き加える方式（以下，余剰表記）が存在し，これが漢語の去声音
節を表わすための特殊表記であることが先行研究で主張されている（沈 2012）。しかし筆者は，
余剰表記が去声音節（全濁上声・次濁入声音節を含む）のみならず陽平声音節（全濁入声音節を
含む）にも意図的に使用されていることを認めた上で，両者には余剰表記の使用比率に差がある
ことを明らかにし，それによって両者が遼代漢語において合流して同じ 1 つの調類になってい
たわけではなく，やはり調類としては別のカテゴリーを成していたことを結論づけた。余剰表記
の意図については，当該音節の持続時間の長さを示すもので，その長さは遼代漢語の去声（およ
び陽平声）が曲折調であることに起因すると考えているが，これは文献記述および一般音声学的
特徴によって根拠づけられる。 



また，契丹小字文献中の漢語表記には別の特殊表記（中断表記）も存在し，これが漢語の陽調
（低レジスター）音節を表わすための表記であることを，表記がもたらす視覚的効果や同系言語
である現代モンゴル語の音調を根拠に推定した。 
さらに，遼代漢字石刻文献中の契丹語音写表記を分析し，まず去声字が契丹語の重音節の表記
に使用される頻度が明らかに高く，上述の結論を裏づけることを確認した。また，声調ごとの位
置による使用頻度に明確な差があり，陽調字が語頭で，陰調字が語末で使用される傾向があるこ
とから契丹語の語音調が低く始まり高く終わるものであったこと，入声字の分布から遼代漢語
では入声が非語末で短促調を保持し，語末では舒声に合流していたことなどを明らかにした。 
以上の成果は，大竹（2020）で一部すでに指摘していた点もあるが，統計的データ等も加えて
さらに分析を大きく進めたもので，京都大学言語学懇話会第 113 回例会（2020 年 12 月）での口
頭発表「遼代漢語の声調と契丹語の音韻」として発表した。この研究は遼代漢語の調類・調値を
明らかにし，さらに契丹語の音調的特徴をも明らかにしたもので，対音資料を用いた歴史言語学
的研究として重要な成果であり，研究期間中の論文投稿は間に合わなかったが，近く論文として
発表する予定である。 
 
(2) 遼代漢語の声母・韻母と契丹語音との対応に関する年代差について 
契丹文字は契丹大字・契丹小字とも 10 世紀前半に創製されたものであるが，特に契丹小字に
ついては現存の出土文献は 11 世紀後半から 12 世紀後半の期間に製作されたもので，契丹大字
文献もほとんどがその期間に製作されたものである。一方，契丹語の音訳語彙を含む現存の漢字
石刻文献の製作年代は 10世紀前半から 12世紀までと幅広い。ここで，筆者は 10 世紀前半（遼
代前期）と 11 世紀以降（遼代中後期）とでは遼代漢語と契丹語との音韻の対応関係に体系的な
差異が存在することを明らかにした。語頭の声母（頭子音）に関して言えば，遼代前期は契丹語
の強阻害音（p, t, č, k等）に対して漢語の全清音・次清音・全濁音が対応し，契丹語の弱阻
害音（b, d, ǰ, g 等）に対しては漢語の次濁音が対応する傾向が強い。一方，遼代中後期では契
丹語の強阻害音に対して漢語の次清音と平声全濁音が対応し，契丹語の弱阻害音に対しては漢
語の全清音と仄声全濁音が対応して，漢語の次濁音は契丹語の鼻音（m, n, ň）としか対応しな
い。このことは，主として遼代漢語の側に，前期と中後期とで音韻体系の大きな変化があったこ
とを示唆する。前期の体系は唐代長安音に類似し，中後期の体系は元代北京音に類似する。 
以上の知見は『学会通信 漢字之窓』第 3巻第 2号所収の短文「漢字・漢語と契丹文字研究」
の中で言及した。 
 
(3) 契丹語音訳語彙を含む漢字文献について 
契丹語音訳語彙を含む伝世文献はわずかしか現存しないが，そうした資料の中でも多くの音
訳語彙を含んでいて貴重なのが，遼朝から北宋へと亡命した武珪が情報提供者となって著述さ
れた『燕北雑記』である。ただし，この書はいくつかの書籍に佚文が残るのみで現存しない。筆
者は以前よりこの書を対象に研究を行なってきたが，本研究期間中には第 21 回遼金西夏史研究
会大会（2021 年 3 月）において「『遼史』歳時雑記の成立過程」と題する口頭発表を行なった。
この発表は武珪『燕北雑記』佚文の流伝過程を調査した結果を報告するもので，もともとその前
年（本研究課題の開始前）に行なわれる予定であったが，新型コロナウイルス蔓延の影響を受け
て延期となっていたものである。本研究期間中にさらに関連調査を進めたところ，武珪『燕北雑
記』佚文を引用する歴史書『契丹国志』の作者とされる南宋の葉隆礼に関わる資料を数点発見す
るなど新知見が得られたため，上記発表に組み込んだ。発表においては武珪『燕北雑記』佚文に
由来する『遼史』歳時雑記での音訳漢字の書き換えについても言及し，その書き換えが契丹語を
理解しない人物によって行なわれたことを推定した。 
 
(4) 契丹文字文献の読解成果について 
契丹語の音韻体系を正確に理解することは，契丹語の形態音韻規則を正確に理解することに
つながり，それによって契丹語文法の理解が促進され，契丹語文の正確な読解も可能となる。本
研究期間中には契丹文字墓誌資料の解読も並行して進めたが，『故耶律氏銘石』と通称される墓
誌と『耶律仁先墓誌銘』の 2点の契丹小字墓誌の読解が主たる成果として挙げられる。前者は契
丹文字研究会の定例会で読解成果を報告している途中であり，後者は『岩波講座 世界歴史 第 7
巻：東アジアの展開 8～14 世紀』（岩波書店，2022 年）のコラムとして執筆した「契丹文字墓誌
が語るもの」の中でいくつかの興味深い解読事例を紹介した。 
 
＜引用文献＞ 
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沈鍾偉（2006）「遼代北方漢語方言的語音特徵」『中國語文』2006 年第 6期，483-498 頁 
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